
Ⅰ　調査の概要

　（１）目　的

　（２）対　象　　　　

　（３）方　法 Microsoft社FormsによるWeb調査、記名式

　（４）期　間　　　　2023年11月20日（月）～12月25日（月）

　（５）回収状況　　

対象者数

短期大学（幼児教育科） － 85 72.9% －

(215) 526 37.3% （42.7%）

(18) 61 37.7% （38.3%）

(51) 107 39.3% （47.2%）

(23) 66 56.1% （50.0%）

(70) 149 34.9% （48.3%）

(53) 143 29.4% （33.8%）

Ⅱ　ディプロマポリシーの達成度（学科別）

幼児教育科 国際学科

DP 身についた
ある程度身

についた

あまり身に

つかなかっ

た

身につかな

かった
DP 身についた

ある程度身

についた

あまり身に

つかなかっ

た

身につかな

かった

① 58.1% 41.9% 0.0% 0.0% ① 34.8% 52.2% 8.7% 4.3%

② 53.2% 46.8% 0.0% 0.0% ② 26.1% 60.9% 8.7% 4.3%

③ 54.1% 45.9% 0.0% 0.0% ③ 30.4% 52.2% 17.4% 0.0%

④ 45.9% 52.5% 1.6% 0.0% ④ 17.4% 52.2% 21.7% 8.7%

⑤ 54.8% 45.2% 0.0% 0.0%

臨床心理学科 健康・スポーツ心理学科

① 47.6% 52.4% 0.0% 0.0% ① 10.8% 78.4% 10.8% 0.0%

② 31.0% 64.3% 4.8% 0.0% ② 16.2% 75.7% 8.1% 0.0%

③ 42.9% 57.1% 0.0% 0.0% ③ 18.9% 73.0% 8.1% 0.0%

④ 47.6% 47.6% 4.8% 0.0% ④ 18.9% 78.4% 2.7% 0.0%

⑤ 29.7% 62.2% 8.1% 0.0%

(注)①～④は2019年度の入学者向けDP

子ども学科 経営学科

① 59.6% 40.4% 0.0% 0.0% ① 31.0% 57.1% 7.1% 4.8%

② 48.1% 51.9% 0.0% 0.0% ② 28.6% 57.1% 11.9% 2.4%

③ 53.8% 44.2% 1.9% 0.0% ③ 23.8% 61.9% 11.9% 2.4%

④ 46.2% 50.0% 3.8% 0.0% ④ 28.6% 54.8% 14.3% 2.4%

⑤ 44.2% 50.0% 5.8% 0.0% ⑤ 40.5% 35.7% 21.4% 2.4%

　子ども学科

2024年2月21日

本学のアセスメント・ポリシーに基づき、教育の質の向上を目指すPDCAの一環として、

教育の効果を検証し，教育改善を図るため，卒業予定者対象に、ディプロマ・ポリシーの

達成にかかわる学生の自己評価を中心とする卒業時アンケート調査を実施する。

2023年度の短期大学・大学の卒業予定者

東京成徳大学教育研究改善委員会

2023年度 東京成徳短期大学･東京成徳大学(大学全体･学科別) 卒業時アンケートの結果概要

(無回答　③：1、 ④：1)

42

回答数

（　　）内は昨年度

37

※各学科のディプロマポリシーは下記に掲載

回収率

52

42

196

23

大学全体

　国際学科

　臨床心理学科

　健康・スポ-ツ心理学科

　経営学科

東京成徳短期大学幼児教育科教務委員会

62



７．外国語能力

９．幅広い知識と教養・一般常識 10．レポートや論文を書く力

11．保育に携わるための専門的な知識とスキル 12．子どもの成⻑を温かく見守り保育しようとする姿勢

13．いろいろな状況に応じて行動する柔軟な対応力 14．自主性・主体性

15．課題発見と解決能力 16．協働性(一緒に取り組む力)　　　

８．ICTリテラシー（情報通信技能）.

Ⅲ－1　下記の学修内容はどの程度身につきましたか（短期大学全体、2023年度）　

(無回答：1)

(無回答：1)

9.8%

32.8%

45.9%

11.5%

0% 20% 40% 60% 80%

身についた

ある程度身についた

あまり身につかなかった

身につかなかった

43.5%

53.2%

3.2%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

身についた

ある程度身についた
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53.2%

46.8%
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0.0%

0% 20% 40% 60% 80%
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48.4%

51.6%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

身についた

ある程度身についた
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38.7%

58.1%

3.2%
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0% 20% 40% 60% 80%
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63.9%
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0.0%

0.0%
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17．自分自身のものの見方・考え方 18．プレゼンテーション力

19．コミュニケーション能力 

Ⅲ－2　下記の学修内容はどの程度身につきましたか（大学全体）　

７．外国語能力

  2021年度

  2022年度

  2023年度

９．幅広い知識と教養・一般常識

※学科別集計は下記に掲載

８．ICTリテラシー（情報通信技能）.

2.6%

24.4%

41.2%
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7.9%

22.8%

43.3%

26.0%

7.7%
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20.9%
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あまり身につかなかった
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凡例（以下同じ）

8.7%
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13.0%
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50.0%

46.8%
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0.0%

0% 20% 40% 60% 80%
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66.1%

11.3%
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10．レポートや論文を書く力 11．専門的な知識とスキル

12．自主性・主体性 13．課題発見と解決能力

14．協働性(一緒に取り組む力) 15．自分自身のものの見方･考え方

16．プレゼンテーション力 17．コミュニケーション能力 

 (無回答  健スポ：1)(無回答  臨床：1)

(無回答  健スポ：1)

34.0%

56.1%

8.7%

1.3%

37.7%

55.3%

6.5%

0.5%

48.5%

46.9%
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0.0%
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32.4%

51.0%

14.4%
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1.9%

34.2%

51.5%

13.8%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80%

身についた

ある程度身についた

あまり身につかなかった

身につかなかった

25.3%

55.4%

17.3%

1.9%

26.5%

59.5%

11.6%

2.3%

26.5%

61.7%

10.7%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80%

身についた

ある程度身についた

あまり身につかなかった

身につかなかった

46.5%

41.7%

9.9%

1.9%

52.1%

36.3%

9.3%

2.3%

55.4%

35.9%

8.2%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80%

身についた

ある程度身についた

あまり身につかなかった

身につかなかった

45.8%

47.8%

5.8%

0.6%

46.5%

48.8%

4.7%

0.0%

55.9%

37.4%

6.2%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80%

身についた

ある程度身についた

あまり身につかなかった

身につかなかった

13.5%

58.0%

24.4%

4.2%

17.2%

56.7%

21.4%

4.7%

22.1%

57.4%

19.0%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80%

身についた

ある程度身についた

あまり身についていない

身についていない

37.2%

48.7%

11.9%

2.2%

42.8%

44.7%

10.2%

2.3%

43.4%

43.9%

12.8%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

身についた

ある程度身についた

あまり身についていない

身についていない



Ⅲ－3　下記の学修内容はどの程度身につきましたか（大学・学科別、2023年度）

7. 外国語能力 8. ICTリテラシー（情報通信技能）

身につい

た

ある程度

身につい

た

あまり身

につかな

かった

身につか

なかった

身につい

た

ある程度

身につい

た

あまり身

につかな

かった

身につか

なかった

国　際 34.8% 43.5% 21.7% 0.0% 国　際 26.1% 47.8% 21.7% 4.3%

臨　床 0.0% 19.0% 47.6% 33.3% 臨　床 7.1% 54.8% 31.0% 7.1%

健スポ 0.0% 21.6% 51.4% 27.0% 健スポ 13.5% 62.2% 21.6% 2.7%

子ども 5.8% 26.9% 55.8% 11.5% 子ども 17.3% 65.4% 17.3% 0.0%

経　営 9.5% 14.3% 50.0% 26.2% 経　営 21.4% 54.8% 19.0% 4.8%

大学全体 7.7% 23.5% 48.0% 20.9% 大学全体 16.3% 58.2% 21.9% 3.6%

9. 幅広い知識と教養・一般常識 10. レポートや論文を書く力

国　際 13.0% 69.6% 13.0% 4.3% 国際学科 21.7% 69.6% 8.7% 0.0%

臨　床 35.7% 59.5% 4.8% 0.0% 臨床心理学科 47.6% 52.4% 0.0% 0.0%

健スポ 18.9% 64.9% 16.2% 0.0% 健スポ 59.5% 32.4% 8.1% 0.0%

子ども 32.7% 59.6% 7.7% 0.0% 子ども学科 48.1% 50.0% 1.9% 0.0%

経　営 40.5% 47.6% 9.5% 2.4% 経営学科 54.8% 38.1% 7.1% 0.0%

大学全体 30.1% 59.2% 9.7% 1.0% 総計 48.5% 46.9% 4.6% 0.0%

11. 専門的な知識とスキル 12. 自主性・主体性

国　際 8.7% 78.3% 13.0% 0.0% 国　際 34.8% 34.8% 30.4% 0.0%

臨　床 33.3% 66.7% 0.0% 0.0% 臨　床 45.2% 40.5% 14.3% 0.0%

健スポ 18.9% 75.7% 2.7% 2.7% 健スポ 29.7% 56.8% 13.5% 0.0%

子ども 61.5% 38.5% 0.0% 0.0% 子ども 32.7% 61.5% 5.8% 0.0%

経　営 21.4% 57.1% 16.7% 4.8% 経　営 28.6% 54.8% 14.3% 2.4%

大学全体 32.7% 60.2% 5.6% 1.5% 大学全体 34.2% 51.5% 13.8% 0.5%

13. 課題発見と解決能力 14. 協働性（一緒に取り組む力）

国　際 17.4% 60.9% 21.7% 0.0% 国　際 34.8% 52.2% 13.0% 0.0%

臨　床 31.0% 59.5% 9.5% 0.0% 臨　床 53.7% 31.7% 14.6% 0.0%

健スポ 13.5% 73.0% 13.5% 0.0% 健スポ 48.6% 45.9% 5.4% 0.0%

子ども 32.7% 63.5% 1.9% 1.9% 子ども 73.1% 23.1% 3.8% 0.0%

経　営 31.0% 52.4% 14.3% 2.4% 経　営 52.4% 38.1% 7.1% 2.4%

大学全体 26.5% 61.7% 10.7% 1.0% 大学全体 55.4% 35.9% 8.2% 0.5%

15. 自分自身のものの見方・考え方 16. プレゼンテーション力

国　際 34.8% 39.1% 26.1% 0.0% 国　際 17.4% 60.9% 21.7% 0.0%

臨　床 69.0% 28.6% 2.4% 0.0% 臨　床 21.4% 42.9% 33.3% 2.4%

健スポ 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 健スポ 19.4% 63.9% 16.7% 0.0%

子ども 59.6% 36.5% 3.8% 0.0% 子ども 19.2% 69.2% 11.5% 0.0%

経　営 54.8% 35.7% 7.1% 2.4% 経　営 31.0% 50.0% 14.3% 4.8%

大学全体 55.9% 37.4% 6.2% 0.5% 大学全体 22.1% 57.4% 19.0% 1.5%

17. コミュニケーション能力

国　際 26.1% 60.9% 13.0% 0.0%

臨　床 52.4% 26.2% 21.4% 0.0%

健スポ 40.5% 45.9% 13.5% 0.0%

子ども 48.1% 42.3% 9.6% 0.0%

経　営 40.5% 52.4% 7.1% 0.0%

大学全体 43.4% 43.9% 12.8% 0.0%



18．カリキュラム 19．授業の進め方

20．成績評価 21．留学制度

22．課外活動 23．学生支援（困ったときの支援）

24．就職支援 25．施設･設備

26．教員の対応 27．職員の対応  

(無回答：1)

Ⅳ－1　下記の本学の取り組みについてどの程度満足していますか（短期大学、2023年度）

(無回答：1)

(無回答：2)

(無回答：1)
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18．カリキュラム

  2021年度

  2022年度

  2023年度

19．授業の進め方 20．成績評価

21．留学制度 22．課外活動

23．学生支援（困ったときの支援） 24．就職支援

(無回答  臨床：1) (無回答  臨床：1)

(無回答  健スポ：2　子ども：1) (無回答  健スポ：3)

Ⅳ－2　下記の本学の取り組みについてどの程度満足していますか（大学全体）  ※学科別集計は下記に掲載

18.3%

66.7%
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2.6%

29.3%
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2.8%
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凡例（以下同じ）

17.3%

70.3%
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17.6%

54.9%

20.7%

6.7%

0% 20% 40% 60% 80%

満足

ある程度満足

やや不満

不満

25.6%

56.9%

13.4%

4.2%

35.0%
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やや不満

不満



25．施設･設備 26．教員の対応

27．職員の対応  

18. カリキュラム 19. 授業の進め方

満　足
ある程度

満足

やや

不満
不　満 満　足

ある程度

満足

やや

不満
不　満

国　際 17.4% 47.8% 17.4% 17.4% 国　際 13.0% 56.5% 17.4% 13.0%

臨　床 40.5% 54.8% 4.8% 0.0% 臨　床 48.8% 46.3% 4.9% 0.0%

健スポ 16.2% 62.2% 21.6% 0.0% 健スポ 10.8% 64.9% 21.6% 2.7%

子ども 32.7% 65.4% 1.9% 0.0% 子ども 38.5% 53.8% 7.7% 0.0%

経　営 31.0% 54.8% 7.1% 7.1% 経　営 23.8% 59.5% 11.9% 4.8%

大学全体 29.1% 58.2% 9.2% 3.6% 大学全体 29.2% 55.9% 11.8% 3.1%

20. 成績評価 21. 留学制度

国　際 21.7% 56.5% 17.4% 4.3% 国　際 26.1% 17.4% 34.8% 21.7%

臨　床 46.3% 51.2% 2.4% 0.0% 臨　床 23.8% 66.7% 9.5% 0.0%

健スポ 24.3% 67.6% 8.1% 0.0% 健スポ 22.9% 62.9% 14.3% 0.0%

子ども 36.5% 59.6% 3.8% 0.0% 子ども 27.5% 66.7% 5.9% 0.0%

経　営 33.3% 57.1% 7.1% 2.4% 経　営 14.3% 66.7% 14.3% 4.8%

大学全体 33.8% 58.5% 6.7% 1.0% 大学全体 22.8% 60.1% 13.5% 3.6%

22. 課外活動 23. 学生支援（困ったときの支援）

国　際 17.4% 34.8% 30.4% 17.4% 国　際 34.8% 52.2% 8.7% 4.3%

臨　床 16.7% 64.3% 16.7% 2.4% 臨　床 57.1% 33.3% 9.5% 0.0%

健スポ 8.8% 55.9% 26.5% 8.8% 健スポ 32.4% 48.6% 16.2% 2.7%

子ども 21.2% 61.5% 13.5% 3.8% 子ども 44.2% 53.8% 0.0% 1.9%

経　営 21.4% 47.6% 23.8% 7.1% 経　営 38.1% 47.6% 11.9% 2.4%

大学全体 17.6% 54.9% 20.7% 6.7% 大学全体 42.3% 46.9% 8.7% 2.0%

Ⅳ－2　下記の本学の取り組みについてどの程度満足していますか（大学・学科別、2023年度）
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2.0%

0% 20% 40% 60% 80%

満足

ある程度満足

やや不満

不満

27.2%
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24. 就職支援 25. 施設･設備

国　際 47.8% 34.8% 13.0% 4.3% 国　際 26.1% 34.8% 21.7% 17.4%

臨　床 54.8% 38.1% 7.1% 0.0% 臨　床 40.5% 47.6% 11.9% 0.0%

健スポ 51.4% 43.2% 5.4% 0.0% 健スポ 13.5% 24.3% 37.8% 24.3%

子ども 55.8% 40.4% 3.8% 0.0% 子ども 36.5% 53.8% 9.6% 0.0%

経　営 47.6% 45.2% 4.8% 2.4% 経　営 42.9% 42.9% 7.1% 7.1%

大学全体 52.0% 40.8% 6.1% 1.0% 大学全体 33.2% 42.3% 16.3% 8.2%

26. 教員の対応 27. 職員の対応

国　際 21.7% 56.5% 13.0% 8.7% 国　際 17.4% 73.9% 4.3% 4.3%

臨　床 61.9% 35.7% 2.4% 0.0% 臨　床 42.9% 33.3% 21.4% 2.4%

健スポ 27.0% 56.8% 13.5% 2.7% 健スポ 21.6% 62.2% 10.8% 5.4%

子ども 46.2% 51.9% 1.9% 0.0% 子ども 46.2% 51.9% 1.9% 0.0%

経　営 47.6% 45.2% 4.8% 2.4% 経　営 40.5% 50.0% 7.1% 2.4%

大学全体 43.4% 48.5% 6.1% 2.0% 大学全体 36.2% 52.0% 9.2% 2.6%

(参考)　短大(現行)・大学(2020年度入学者向け)のディプロマポリシー

④本学の教育を通して、リテラシー、論理的思考力、協同的課題解決能力を習得している。

⑤本学での学生生活を通して、自己理解を深めながら主体的に学習を進め、ふさわしい進路選択をする

　ことができる。

①心理学の基本的な知識を修得していること

②臨床心理学の専門的知識と技法を修得していること

③心のケア、支援にかかわる職業につくための基本的能力を身に付けていること

④社会人基礎力を備えた職業人になるために必要な教養、および就業力を身に付けていること

①心理学の基礎的な知識を修得していること

②健康心理学・ポジティブ心理学、カウンセリングの専門的な知識・技能を修得していること

③スポーツ科学・スポ－ツ心理学の専門的な知識・技能を修得していること

④スポーツを活用して、心身の健康を維持・増進する技能を身につけていること

大　学　　健康・スポーツ心理学科（2019年度入学者向け）

大　学　　臨床心理学科

大　学　　国際学科

⑤社会人基礎力を備えた職業人になるために必要な教養、および就業力を身に付けていること

④社会人基礎力を備えた職業人になるために必要な教養および職業力を身につけていること

②専門とする外国語について十分な言語運用能力をもち、ICT スキル等を活用できるグローバルコミュニケー

ション能力があること

③身についた専門知識や国際感覚に基づいて、異なる国、文化の人たちと協働し、主体的に課題発見・問題解決

でがきること

①自国の文化に関する理解を基礎にして、国際関係、地域研究およびさまざまな背景を持つ多文化に対する理解

を深め、幅広い知識を習得していること

短期大学　幼児教育科

③本学の教育及び行事を通して、社会人、保育者として求められるコミュニケーション能力と責任感、倫理観、

自己研鑚能力を習得している。

②本学の教育及び行事を通して、保育や子どもに関わる企画力、指導力、課題発見能力などの実践力や即応力を

習得している。

①本学の教育を通して、保育者として必要な基礎的知識と教養、専門的知識と技能、研究する力を習得してい

る。



①子どもと子育てについての基本的、専門的な知識を身に付け､理解を深めていること

④子どもの表現活動及び児童文化にかかわる理論と技術を深めていること

⑤社会人基礎力を備えた職業人になるために必要な教養、および就業力を身につけている

①経営に関する基礎的な知識を修得しているとともに、これを応用できる基礎的能力を身につけていること

②経営を広い視野から位置づけられるように経営学の関連領域についても基本的な知識を修得していること

④現代社会の中で今後有望なビジネス分野に関する実践的な知識が身についていること

⑤社会人基礎力を備えた職業人になるために必要な教養、および就業力を身につけていること

大学　　　経営学科

大　学　　子ども学科

②個別のケースにおいて､子どもにかかわる諸科学の知見を総合し､適切な理解と援助をすすめる基礎的な素養を

獲得していること

③乳幼児期から児童期にかけての子どもを対象とする教育､保育､学修支援の場において必要とされる知識､技術

を修得していること

③企業において現実に経営するための知識について深い理解をもち、実践的に問題解決できる能力をもっている

こと



1．ディプロマポリシーの達成度（４点満点，以下同じ） ２．学修内容がどの程度身についたのか（短大、大学全体）

2023 2022 2021 2020 短大

① 3.6 2023 2023 2022 2021 2020

② 3.5 １．外国語能力 2.4 2.2 2.1 2.0 2.1

③ 3.5 ２．ICT リテラシー 2.9 2.9 2.8 2.7 2.7

④ 3.4 ３．教養・基礎的スキル 幅広い知識と教養・一般常識 3.4 3.2 3.2 3.1 3.0

⑤ 3.5 レポートや論文を書く力 3.2 3.4 3.3 3.2 3.1

① 3.2 3.5 － － (短大：保育の専門的知識や表現等) 3.5

② 3.1 3.4 － － (短大：成⻑を見守り保育する姿勢) 3.7

③ 3.1 3.2 － － (短大：柔軟な対応力) 3.5

④ 2.8 3.3 － － ５．社会人基礎力 自主性・主体性 3.5 3.2 3.2 3.1 3.1

① 3.5 3.3 3.3 3.1 協働性 3.6 3.5 3.4 3.3 3.3

② 3.3 3.1 3.0 3.0 ６．総合力 課題発見と解決能力 3.4 3.1 3.1 3.0 3.0

③ 3.4 3.2 3.2 3.1 自分自身のものの見方・考え方 3.5 3.5 3.4 3.4 3.4

④ 3.4 3.1 3.1 2.9 プレゼンテーション能力 3.1 3.0 2.9 2.8 2.7

① 3.0 3.1 3.0 2.9 コミュニケーション能力 3.5 3.3 3.3 3.2 3.2

② 3.1 3.0 3.0 2.9 （参考） 43.2 34.5 33.8 33.0 32.7

③ 3) 3.1 3.1 3.1 2.9 ３．本学の取り組みについての満足度（大学全体）

④ 3.2 3.3 3.3 3.1

⑤ 3.2 3.0 3.2 2.8 短大

① 3.6 3.5 3.5 3.5 2023 2023 2022 2021 2020

② 3.5 3.3 3.4 3.4 カリキュラム 3.4 3.1 3.2 3.0 3.0

③ 3.5 3.4 3.4 3.4 授業の進め方 3.3 3.1 3.2 3.0 3.1

④ 3.4 3.2 3.3 3.3 成績評価 3.3 3.3 3.2 3.2 3.2

⑤ 3.4 3.4 3.4 3.2 留学制度 3.4 3.0 3.0 2.8 3.0

① 3.1 3.1 2.9 3.0 課外活動 3.2 2.8 2.9 2.8 2.9

② 3.1 3.1 2.8 2.9 学生支援（困ったときの支援） 3.4 3.3 3.2 3.0 3.1

③ 3.1 3.0 2.6 2.8 就職支援 3.4 3.4 3.3 3.1 3.1

④ 3.1 3.2 2.8 2.9 施設・設備 3.6 3.0 2.9 2.8 2.9

⑤ 3.1 3.2 3.0 2.9 教員の対応 3.3 3.3 3.3 3.1 3.3

職員の対応 3.4 3.2 3.2 3.1 3.2

1) 橙色：相対的に見て上位項目、緑色：下位項目 （参考） 33.7 31.6 31.4 30.0 30.8

2)「身についた＝4、ある程度身についた＝3、あまり身につかなかった＝2、身につかなかった＝1」「満足＝4、ある程度満足＝3、やや不満＝2、不満＝1」とする加重平均（以下同じ)

3) 2019年度版のDP

経　営

平均　1)､2)

2024年2月21日
教育研究改善委員会

DP番号

2023年度　東京成徳短期大学・東京成徳大学(大学全体･学科別) 卒業時アンケート結果の主要Facts

学修内容（質問項目は「学修調査」をベースとする） 大　学

平均　1)､2)

3.13.2

平均　1)､2)
本学の取り組み

大　学

3.2 3.1

－幼児教育

国　際

健康・

スポーツ

子ども

－ －

４．専門知識・スキル

臨床心理



4．学修内容がどの程度身についたのか（大学・学科別）

外国語

能力

ICTリテ

ラシー

幅広い知

識と教

養･一般

常識

レポート

や論文を

書く力

自主性・主体性 課題発見と解決能力 協働性

ものの見

方･考え

方

プレゼン

テーショ

ン力

コミュニ

ケーショ

ン能力

合計

(参考)

国　際 3.1 3.0 2.9 3.1 3.0 3.0 3.2 3.1 3.0 3.1 33.5

臨　床 1.9 2.6 3.3 3.5 3.3 3.2 3.4 3.7 2.8 3.3 34.3

健スポ 1.9 2.9 3.0 3.5 3.2 3.0 3.4 3.5 3.0 3.3 33.9

子ども 2.3 3.0 3.3 3.5 3.3 3.3 3.7 3.6 3.1 3.4 35.8

経　営 2.1 2.9 3.3 3.5 3.1 3.1 3.4 3.4 3.1 3.3 34.1

大学全体 2.2 2.9 3.2 3.4 3.2 3.1 3.5 3.5 3.0 3.3 34.5

5．本学の取り組みについての満足度（大学・学科別）

カリキュ

ラム

授業の進

め方

成績

評価

留学

制度
学生支援 就職支援

  施設･

  設備

教員の

対応

職員の

対応

国　際 2.7 2.7 3.0 2.5 3.2 3.3 2.7 2.9 3.0

臨　床 3.4 3.4 3.4 3.1 3.5 3.5 3.3 3.6 3.2

健スポ 2.9 2.8 3.2 3.1 3.1 3.5 2.3 3.1 3.0

子ども 3.3 3.3 3.3 3.2 3.4 3.5 3.3 3.4 3.4

経　営 3.1 3.0 3.2 2.9 3.2 3.4 3.2 3.4 3.3

大学全体 3.1 3.1 3.3 3.0 3.3 3.4 3.0 3.3 3.2

3.0

2.8

2.8

合計

(参考)

28.4

33.3

29.6

33.2

31.5

31.6

2.6

専門的な知識

とスキル

3.0

3.3

3.1

3.6

3.0

3.2

課外活動

2.5

3.0



2024年2月21日

教育研究改善委員会

質問1：「（これまでの質問以外に）学生時代に得られた学修成果

　　　　があれば記入して下さい。」

質問2：「学修成果を高めるために、本学の教育・学生支援のあ

　　　　り方について改善すべき点があれば記入して下さい。」

（左右並列のコメントは同一学生による）

好き嫌いで成績をつけないで欲しい

どんなに頑張った授業でも同じ教員の授業が全てCだった

様々な保育観

乳児院の施設実習を通して自分がどんな保育者になりたくて子供にどんな関わり方を

するのか自分らしさが見つかった

子どもに対する見方や子どもに関する事、障害に関する事が知る事ができた。
パワポだけを喋ってるだけだとあまり集中できなかったり、何を言っているかわから

ない場合があるため、プリントを用意したりしたほうがいいと思いました。

保育士になる上でのノウハウや子どもの発達など

この前食堂の紙コップがなかった際に、警備員さんに伝えたら出してくれたので嬉し

かったです。ありがとうございました。

テスト等の試験の結果をフィードバックしてほしい。点数等の採点結果が分からない

事が多く、次に活かしづらいから。

ピアノの技術が向上しました

授業中に私語の多い学生にはきちんと指導とペナルティのようなものをしてほしい。

真面目に学びたい学生の妨げになっています。

2023年度　東京成徳短期大学・東京成徳大学卒業時アンケートの自由記述

幼児教育科



子どもについてわからなかったことも理解することができた。

子ども以外の保護者の方などの対応も分かった。

幼児のことについて学べた

子どもの心理について学ぶことができ、実習で実際に子どもの気持ちを考えて、共感

することができました。

就職活動や実習など支援をもう少し手厚くすると先生にも相談しやすくなると感じま

した。

（左右並列のコメントは同一学生による）

就職に関して、初級的な知識であるがプログラミングについて学習することができ

た。

カリキュラムの改善

信頼できる友達

学生に寄り添った環境づくりが早急に必要。基本的に学生のための大学づくりに思え

ない。必要な連絡事項も連絡が遅い。

成績優秀者として表彰された 留学の制度を自由に且つ徹底的に定めるべき

留学に行けたことは言語習得に関して非常に役に立ちました

（左右並列のコメントは同一学生による）

カウンセリングをする術とまではいかないがコミュケーション能力の上昇は学修成果

だと感じた

ゼミで合宿などの行事があると学生と教師との間も縮まったかと感じた。

心理学を学び、自分と向き合うことも増えたことで、自分自身の感情や行動を客観的

に捉えられるようになりました。

自分から進んで学ぶようになり、課題や提出物を期限までに必ず提出することが出来

た。

主体性の部分に関連しますが、様々なサポーターやスタッフ業務、サークルの参加な

どを通して皆さんの前でお話させて頂くような機会が多かったことは私にとってとて

も貴重な経験であったなと感じております。

先生方との連絡が綿密にとれるようにして頂けたら良いなと思います。お忙しい事は

重々承知ですが、大事なことや急ぎの内容が伝わらないと学修が滞る恐れもあるた

め、そのように感じます。

学生支援をする職員が、学生を見下したり馬鹿にしたりするような態度(言動)を取る

のは如何なものかと思う。信頼したいのに、どこか信頼しきれない感じがする。

国際学科

臨床心理学科



勉強だけではなく、睡眠や食事など、日常の生活を整えることが自分自身を大切にす

ることに繋がること、そのようなスキルを学生のうちから身につけることの必要性を

学びました。

学科同士の交流の場を増やしていくことで、一人一人の学生が得ることができる情報

を増やしていくこと、1人で過ごすことが好きな学生さんを尊重しつつ、それぞれのコ

ミュニティの在り方を大切にすることができる場があればと考えています。

コロナ禍での、オンライン授業の取り組み方が身についた。

コロナ禍で多くのことが制限され思い描いていたキャンパスライフではなかったもの

の，先生方の対応や学生支援のおかげで満足に大学生活を送ることができました。た

だ，一部教員の方で信用に欠ける対応をされたことがすごく残念だったので，成績に

関係する部分はきちんと対応していただきたいと思います。レポートの点数について

も，明示されている評価項目以外の部分で曖昧な点がいくつかあったので，「よくで

きている」というコメントよりは「どこが足りなかった」というのを教えていただけ

るとよりモチベーションに繋がるのではないかなと思います（これに関しては自分が

先生に詳細を聞けばよかった部分でもあります…！）。

学生が体験できる機会がもう少しあればいいなと感じました。(コロナの影響もあり

出来ていないのかもしれませんが、、)

パーソナリティ検査やフォーカシングは授業の中で体験できたため，とても印象に

残っています。描画療法などにもう少し触れてみたかったです。

授業の中で、特に子ども心理学と障害者心理学は、普段気にしていなかった視点から

物事を考える場面が多くあったため、日常生活でも様々な視点で考えることの重要さ

を学びました。

心理学の知識、それにより自分も人間的にかなり成長できた 職員の方たちがもう少し親切に、きちんと情報共有して対応してくださると嬉しいで

す。あとハラスメントについてどこに相談すればいいのかわからないのを改善してほ

しいです。

キャリア支援課の方の全体送信メールで親しみやすさを意識してなのか、顔文字を

使ったり、親しい仲のような文章であるにも関わらず、崩した文章を送った学生がい

た際に、就活のような文体でのメール送信を求める旨を全体にメールで送信するとい

うことがありました。メールのやり取りを一切していない第三者の私でも側から見て

いてやり方に矛盾を感じ、突き放しているようで少し不快でキャリア支援課をあまり

利用する気になれませんでした。

親しみやすさを重視するのか、就活想定でフォーマルさを重視するのかはっきりして

ほしかったです。



職員の対応が冷たい。

トレーニング施設を設置もしくは、援助について改善する必要があるとおもいまし

た。

トレーニングルームはいつできるんでしょうか

トレーニングルームがない中で、部活動のための体づくりはなかなか厳しいものがあ

ります

一刻も早くトレーニングルームを作ってあげてください

（左右並列のコメントは同一学生による）

アルバイトから、具体的なものとして電話対応など社会人としてのマナーの基礎を身

につけられた。

計画性

自立できたこと。  教員へのアンケートでここを直したら良いと書かれていることが直っておらず、授業

スタイルに不満を持つことがあったため、生徒からの意見を真摯に受け止め改善の努

力をして頂きたい。

 がくしゆ

実習を通して、座学だけでなく実践的なことを学ぶことができた。

 実習を通し、知識だけではなく子どもへの声掛けや個別の配慮など実践的な能力を学

ぶことが出来た。

何事も最後まで諦めずに取り組むことと、取り組んだ先の達成感を得ることができた

と感じます。

コロナ禍だったこともあり、実践する機会(離乳食実習など)が少なかったと感じま

す。

実習などで初めてきちんと体験することもあったので、事前に行う機会が十分にあれ

ばさらに学びに繋がるのではないかと感じました。

レポートや発表などで少し語彙力が得られた。

情報の授業が1年次だったため現段階で忘れつつあるので、3年生になったときに授業

をしてくれると卒論や就職後にも知識を活かすことができると思いました。

日商簿記2級を取得した。

子ども学科

健康・スポーツ心理学科



（左右並列のコメントは同一学生による）

出席確認をしっかり管理するべき

出席に関してはとことん追求して良いと思う、同学年のあの子いないとかは教師目線

はなかなかわからないと思うが、生徒の自分からはみてわかる、休んでいるましてや

国のルールよりも休んでいるというのもわかるが、なぜか成績が与えられている

すごい謎に感じました。それでいいなら初めから学校行かずにネットでやってくれた

方がマシという考えになっていた。

日商簿記の2級取れました。 資格を取るのが目的の授業が増えれば嬉しいなと思います。

リモートやオンデマンドによる学習は、個々の自主性を伸ばし、今後の社会人生活で

も活用する機会があるので良いと感じた。しかし、現在はそれらが一切活用されてい

ないので不満に感じる。

学生の能力には差があると感じる。しっかり学習をやってる人、やっていない人では

顕著に表れていると考える。その差を埋めることは大切だと思うが、若干やっていな

い人たちに目を向け優遇されていると思う。やっている人からしたらその時間手持ち

無沙汰になるので、やっている人にももっと目を向けたほうがその学生にとってはよ

り多くの有意義な成果を得ることができると考える。

もっとサークルが盛り上がるような取り組みがあっても更に良くなる気がしました

…！

キャリア支援課の一番手前の右側に座っている女性の方の態度が悪すぎる。いちいち

不快な態度を取られていい気分がしなかった。喋りかけられたくなければ席を奥の移

動するべきだと思う。

日商簿記3級と日商簿記2級まで受かったこと

福島で就業体験をしたことで、貴重な体験をすることができ、震災に対して

改めて理解することができ、ゼミの仲間とも親交を深められた。この経験を

したことにより、ものの考え方が変わり少しでも復興に役立ちたいと思っ

た。

講義中、スマホの使用を控えるよう呼びかけた方がいいと感じた。

教科によっては、コミュニケーションが多くとらなければいけないことがあ

り、それがとても良かった。全てとは言わないが他の教科でもそういうのが

増えるとより良くなると思う。

エンターテインメントの分野について学ぶことができた。 外国語の教育にも力を入れるべきだと感じた。

経営学科


